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お
い
て
、
地
域
の
方
々
の
ご
協

力
を
得
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

三
年
生
は
侍
浜
保
育
園
で
、
園

児
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
な
が
ら

苗
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
様
、
侍
浜
保
育
園

の
皆
様
、
お
忙
し
い
中
ご
協
力

い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

区
で
の
活
動
が
多
か
っ
た
同
社

で
す
が
、
今
回
初
め
て
北
野
地

区
で
の
活
動
を
実
施
し
、
地
域

の
方
々
と
交
流
。
少
し
ず
つ
活

動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

同
社
は
、
今
後
も
早
朝
清
掃

や
草
刈
り
等
に
は
継
続
し
て
参

加
し
、本
町
や
北
野
を
は
じ
め
、

隣
接
す
る
地
域
へ
の
活
動
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

六
月
八
日（
土
）岩
手
県
営
武

道
館
で
開
催
さ
れ
た『
岩
手
県

小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
』
に

侍
浜
柔
道
教
室
四
～
六
年
生
の

メ
ン
バ
ー
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
東
北
、
全
国
へ
と

繋
が
る
大
き
な
大
会
で
あ
り
選

手
達
は
健
闘
。そ
の
中
で
、五
年

生
軽
量
級
の
部
で
本
波
楽
久
く

ん（
本
波
）
が
第
三
位
、
四
年
生

軽
量
級
の
部
で
松
舘
良
士
朗
く

ん（
向
町
）が
準
優
勝
と
い
う
素

晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
ま
し

た
。

　

二
名
共
に
規
定
体
重
に
大
き

く
満
た
な
い
小
さ
な
身
体
の

中
、
岩
手
県
内
の
強
豪
相
手
に

鬼
気
迫
る
戦
い
ぶ
り
で
勝
ち
上

が
り
ま
し
た
。

　

本
波
く
ん
は「
僕
は
出
場
選

手
の
中
で
も
軽
い
方
。
相
手
は

重
い
選
手
ば
か
り
な
の
で
、
ス

ピ
ー
ド
と
技
の
キ
レ
で
勝
負
と

思
っ
て
い
た
。
僕
の
得
意
な
試

合
展
開
に
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
た
。
得
意
技
の
大
腰
に

自
信
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の

他
に
も
軸
と
な
る
技
を
身
に
つ

け
た
い
。」
松
舘
く
ん
は「
ゲ
ー

ム
が
か
か
っ
て
い
た
。
準
優
勝

は
残
念
。
優
勝
し
か
考
え
て
い

な
か
っ
た
。
決
勝
戦
で
は
鼻
血

が
出
て
し
ま
い
反
則
負
け
し
て

し
ま
っ
た
の
で
、
菅
原
コ
ー
チ

に
怒
ら
れ
る
と
思
う
。
次
は
必

ず
勝
つ
。
う
ま
い
ご
飯
を
た
く

さ
ん
食
べ
た
い
。」と
感
想
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

　

監
督
の
松
舘
さ
ん
、
コ
ー
チ

の
菅
原
さ
ん
は
二
人
に
つ
い
て

「
本
波
は
身
体
操
作
能
力
が
と

て
も
高
い
。
持
ち
前
の
ス
ピ
ー

ド
に
し
な
や
か
な
身
の
こ
な
し

を
兼
ね
備
え
、
最
近
は
考
え
る

力
も
つ
い
て
き
た
。
こ
れ
か
ら

は
パ
ワ
ー
を
つ
け
て
更
に
上
を

目
指
し
て
ほ
し
い
。」「
松
舘
は

と
に
か
く
気
持
ち
が
強
い
。
荒

削
り
だ
が
前
に
出
る
強
気
な
攻

め
の
柔
道
が
魅
力
。
体
幹
の
力

が
つ
き
、
落
ち
着
い
て
人
の
話

を
聞
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
更
に

伸
び
る
。」と
評
す
。

　

こ
の
二
名
は
強
化
指
定
選
手

と
し
て
全
柔
連
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

合
宿
へ
の
選
考
対
象
者
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
二
名
の
他
、
出
場
し
た

全
メ
ン
バ
ー
の
戦
い
ぶ
り
は
素

晴
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、
他
に

久
慈
彩
七
さ
ん（
本
町
）、
小
山

田
幸
禾
さ
ん（
白
前
）、
菅
原
一

真
く
ん（
北
野
）、
皆
川
怜
く
ん

（
小
久
慈
）
が
準
々
決
勝（
ベ
ス

ト
８
）に
進
出
。多
く
の
収
穫
を

得
た
実
り
多
い
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

指
導
体
制
が
変
わ
り
五
年
、

当
初
在
籍
者
一
名
と
い
う
危
機

的
状
況
の
な
か
、現
在
小
、中
学

生
を
合
わ
せ
三
十
名
を
超
え
る

一
団
と
な
り
、
現
体
制
初
の
県

大
会
入
賞
者
が
出
ま
し

た
。

　

練
習
環
境
が
良
い
と

は
い
え
な
い
侍
浜
の
よ

　

五
月
二
十
六
日
（
日
）、
市

内
全
域
で
早
朝
一
時
間
草
刈
り

が
行
わ
れ
、
侍
浜
町
内
で
も
各

地
域
で
清
掃
活
動
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

四
月
の
早
朝
一
時
間
清
掃
に

続
き
、
積
水
バ
イ
オ
リ
フ
ァ
イ

ナ
リ
ー
（
株
）
と
三
菱
重
工
環

境
・
化
学
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

（
株
）
が
草
刈
り
に
参
加
。
こ

れ
ま
で
は
早
朝
清
掃
へ
の
参
加

で
し
た
が
、
今
回
初
め
て
草
刈

り
へ
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
北
野
地
区
で
地
域

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
草
刈
り

を
実
施
。
事
前
に
町
内
会
長
と

打
ち
合
わ
せ
、
駒
形
神
社
周
辺

の
交
差
点
沿
い
を
中
心
に
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
は
、
積
水
バ
イ
オ
リ
フ
ァ
イ

ナ
リ
ー
（
株
）
か
ら
六
名
、
三

菱
重
工
環
境
・
化
学
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
（
株
）
か
ら
五
名
の

計
十
一
名
が
参
加
。
多
く
の
従

業
員
の
方
々
に
活
動
に
参
加
い

た
だ
く
こ
と
は
、
地
域
に
と
っ

て
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
り
、

継
続
し
て
草
刈
り
や
ご
み
拾
い

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

は
、
侍
浜
町
の
環
境
整
備
に
も

大
き
く
貢
献
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
本
町
地

　

令
和
六
年

度
侍
浜
小
学

校
大
運
動
会

が
五
月
二
十

五
日
（
土
）

に
開
催
。
開

会
式
の
時
点

で
は
、
肌
寒

い
天
候
で
し
た
が
、
競
技
が
進

む
に
つ
れ
て
熱
気
と
と
も
に
気

温
が
上
昇
し
、
運
動
会
日
和
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
「
一
致
団
結
～
七

十
七
人
の
全
力
で
か
が
や
く
侍

小
の
笑
顔
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
徒
競
走
や
リ
レ
ー
、
ダ
ン

ス
な
ど
全
力
で
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

春
に
入
学
し
た
一
年
生
も
一

生
懸
命
競
技
に
参
加
。
小
さ
い

な
が
ら
も
全
力
で
取
り
組
む
姿

は
、
か
わ
い
ら
し
さ
に
加
え
て

た
く
ま
し
さ
も
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧

　

五
月
二
十
八
日
（
火
）
に
高

等
部
は
花
壇
整
備
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

一
年
生
は
侍
浜
駅
、
二
年
生

は
堀
切
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に

　

競
技
は
六
年
生
を
中
心
に
協

力
し
て
運
営
。
今
年
で
最
後
の

運
動
会
と
な
る
六
年
生
は
競
技

で
も
運
営
で
も
お
手
本
と
し
て

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
し

た
。

　

結
果
は
、
赤
組
が
優
勝
。
両

組
と
も
全
力
を
出
し
切
り
、
互

な
さ
ん
が
、
国
道
わ
き
の
三
角

花
壇
と
プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
苗
を

植
え
ま
し
た
。

　

植
え
る
位
置
に
ポ
ッ
ト
を
置

い
て
い
き
、
だ
い
た
い
の
場
所

が
決
ま
っ
た
ら
、
そ
の
場
所
に

花
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

三
角
花
壇
に
花
苗
を
植
え
る
の

は
久
し
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た

が
、み
な
さ
ん
の
手
際
が
よ
く
、

作
業
は
ど
ん
ど
ん
進
み
ま
し

た
。

　

色
と
り
ど
り
の
花
が
並
び
、

き
れ
い
な
花
壇
と
な
り
ま
し

た
。　

　

プ
ラ
ン
タ
ー
は
、
バ
ス
停
並

び
に
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

（
侍
浜
体
育
館
）
前
に
設
置
し

ま
し
た
の
で
、
花
壇
と
合
わ
せ

て
観
賞
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

六
月
九
日
（
日
）
午
前
六
時

か
ら
、
侍
浜
市
民
セ
ン
タ
ー
前

広
場
に
お
い
て
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
児
童
と
そ
の
保
護

者
の
み
な
さ
ん
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
と
健
全
育
成
部
の
み

う
な
小
規
模
地
区
で
も『
哲
学
』

『
情
熱
』『
創
意
工
夫
』
で『
勝
者

の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
』
を
持
て
る

こ
と
を
子
供
達
が
証
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

本
柔
道
教
室
か
ら
は
小
学
～

大
学
、社
会
人
、ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
等
の
各
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
全
国
の
舞
台
で
活
躍
し
た
先

輩
を
多
数
輩
出
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
そ
の
経
験
を
子
供
達

に
還
元
し
、
歴
史
を
繋
い
で
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

選
手
達
は
今
大
会
で
得
た
経

験
を
次
の
大
会
に
向
け
て
の
糧

と
し
、
決
意
を
新
た
に
こ
れ
か

ら
も
一
本
を
取
る
柔
道
を
目
指

し
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
稽

古
に
励
ん
で
い
ま
す
。  

　

他
の
出
場
メ
ン
バ
ー
は
以
下

の
と
お
り

　

船
渡
冬
馬
く
ん（
桑
畑
）、
久

慈
大
智
く
ん（
本
町
）、
及
川
蓮

斗
く
ん（
天
神
堂
）、
石
崎
ひ
よ

り
さ
ん（
横
沼
）、
尾
無
結
衣
さ

ん（
横
沼
）、久
慈
伸
昌
く
ん（
本

町
）、中
川
空
く
ん（
外
屋
敷
）

水
と
山
の
事
故
を
無
く
し
て
楽

し
い
夏
を

　

七
月
か
ら
八
月
は
水
難
や
山

岳
遭
難
に
遭
い
や
す
い
時
期
で

す
。

一
、�

水
難
は
、
昨
年
同
時
期
に

四
件
発
生
し
一
名
の
方
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　
㈠
　�「
立
入
禁
止
」
の
場
所

に
は
近
づ
か
な
い

　
㈡
　�

体
調
が
悪
い
と
き
は
無

理
を
せ
ず
、
飲
酒
し
た

場
合
は
海
や
川
に
は
入

ら
な
い

　
㈢
　�

子
供
か
ら
目
を
離
さ
な

い

　
㈣
　�

海
や
川
で
遊
ぶ
場
合

は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
着
用
す
る

二
、�

山
岳
遭
難
は
、
昨
年
同
時

期
に
九
件
発
生
し
、
一
名

の
方
が
亡
く
な
り
、
六
名

の
方
が
負
傷
し
ま
し
た
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
㈠
　�

体
力
に
応
じ
た
登
山
計

画
を
立
て
、
登
山
計
画

書
を
提
出
す
る

　
㈡
　�

食
料
や
装
備
な
ど
の
準

備
を
怠
ら
な
い

　
㈢
　�

天
候
や
体
調
に
応
じ
、

無
理
を
せ
ず
に
中
止
の

判
断
を
す
る

　
㈣
　�

熊
と
遭
遇
し
な
い
た

め
、
ラ
ジ
オ
や
熊
よ
け

鈴
を
活
用
す
る

　
警
察
広
報
誌
　
侍
浜
か
ら
一

部
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
七
月
号
の
全
文
を
読
ん
で

み
た
い
方
は
、
侍
浜
市
民
セ
ン

タ
ー
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
次

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
も
確

認
が
で
き
ま

す
。

侍
浜
駐
在
所
か
ら

夏
期
に
お
け
る
水
難
・

山
岳
遭
難
の
防
止

積
水
Ｂ
Ｒ
と
三
菱
重
工

　

早
朝
一
時
間
草
刈
り
に
参
加

拓
陽
支
援
学
校
だ
よ
り

高
等
部
花
壇
整
備
交
流

侍浜小学校
大運動会開催

赤組が優勝

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

い
に
健

闘
を
称

え
あ
い
、

素
晴
ら

し
い
運

動
会
と

な
り
ま

し
た
。

躍
進
！

侍
浜
柔
道
、

県
大
会
上
位
進
出
！！
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六
月
五
日
（
水
）、
侍
浜
小

学
校
六
年
生
が
「
侍
浜
歴
史
ツ

ア
ー
」
を
実
施
。
こ
の
取
組
み

は
、
侍
浜
の
歴
史
に
つ
い
て
話

を
聞
く
こ
と
や
、
見
学
す
る
こ

と
を
通
し
て
自
分
た
ち
の
郷
土

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
狙
い
に
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

今
回
は
、
侍
浜
八
幡
宮
、
北

野
駒
形
神
社
、
侍
浜
お
ら
ほ
の

水
車
の
三
カ
所
を
見
学
。
侍
浜

八
幡
宮
の
大
杉
が
四
百
年
前
か

ら
あ
る
こ
と
や
、
北
野
駒
形
神

社
は
馬
と
の
関
わ
り
が
深
い
こ

と
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

お
ら
ほ
の
水
車
で
は
、
製
作

し
た
桑
田
和
雄
さ
ん
が
児
童
た

ち
に
水
車
を
説
明
。
現
在
は
水

車
が
少
な
く
な
り
、
も
っ
と

知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で

製
作
し
た
こ
と
な
ど
を
実
物
を

見
な
が
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
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・
二
日
～
三�

日　

侍
浜
中
学
校
宿

泊
研
修

・
三
日　
　

�

侍
浜
中
学
校
高
校
説

明
会

・
四
日　
　

�

侍
浜
小
学
校
宿
泊
研

修
保
護
者
説
明
会

・
七
日　
　

七
夕

・
九
日　
　

�

侍
浜
中
学
校
・
拓
陽

支
援
学
校
交
流
会

・
十
日　
　

�

拓
陽
支
援
学
校
・
久

慈
高
校
交
流
会

・
十
一
日　

�

侍
浜
小
学
校
修
学
旅

行
保
護
者
説
明
会

・
十
一
日　

�

久
慈
地
区
合
唱
交
流

会

・
十
一
日　

�

拓
陽
支
援
学
校
寄
宿

舎
ま
つ
り
前
夜
祭

・
十
二
日　

�

拓
陽
支
援
学
校
寄
宿

舎
ま
つ
り

・
十
三
日
～�

十
五
日　

岩
手
県
中

学
校
総
合
体
育
大
会

・
十
五
日　

海
の
日

・
十
八
日
～�

十
九
日　

侍
浜
小
学

校
期
末
保
護
者
面
談

・
十
八
日
～�

十
九
日　

侍
浜
中
学

校
期
末
面
談

・
二
十
日　

�

侍
浜
市
民
セ
ン
タ
ー

開
放
の
日

・
二
二
日　

�

侍
浜
小
学
校
終
業
式

・
二
二
日　

�

侍
浜
中
学
校
サ
マ
ー

清
掃

・
二
四
日　

�

侍
浜
中
学
校
終
業
式

・
二
五
日　

�

夏
休
み
！
侍
浜
子
ど

も
塾

・
三
一
日　

�

久
慈
地
区
中
学
校
駅

伝
大
会

お
知
ら
せ

〇
七
月
（
文
月
）

侍浜町の人口と世帯数
（令和６年５月末現在）

○人口� 2,109 人　（－ 72）
　　男� 992 人　（－ 44）
　　女� 1,117 人　（－ 28）
○世帯�　　997 世帯（ 1）

※　（　）内は前年比
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◆
野
球
　
第
三
位

　

一
回
戦　

四
対
二

　
　

普
代
・
三
崎
中

　

二
回
戦　

〇
対
一　

長
内
中

　

県
大
会
出
場
枠
決
定
戦

　
　
　
　
　

二
対
九　

野
田
中

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

団
体
戦
（
女
子
）
第
一
位

　

決
勝　

三
対
〇　

山
形
中

　

�（
久
慈
広
奈
・
久
世
未
桜
・

西
野
陽
菜
・
浅
水
い
ち
花
・

大
向
真
央
）

個
人
戦

ダ
ブ
ル
ス
（
女
子
）

　

第
二
位　

�

久
世
未
桜
・

西
野
陽
菜

（
県
大
会
出
場
）

　

第
三
位

　
浅
水
い
ち
花
・

大
向
真
央

シ
ン
グ
ル
ス
（
女
子
）

　

第
一
位　

久
慈
広
奈

（
県
大
会
出
場
）

シ
ン
グ
ル
ス
（
男
子
）

　

第
三
位　

船
渡
大
翔

◆
柔
道

個
人
戦
（
女
子
）

　

第
一
位　

川
戸
美
唯
奈

（
県
大
会
出
場
）

　

第
三
位　

石
崎
あ
お
い

侍
浜
小
学
校

侍
浜
歴
史
ツ
ア
ー

　

六
月
十
八
日
（
火
）
午
前
十

時
か
ら
、
侍
浜
市
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
侍
浜
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
主
催
で
「
盛
岡
地

方
法
務
局
出
前
講
座
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
盛
岡
地
方
法
務
局

二
戸
支
局
長
の
及
川
氏
を
お
招

き
し
、「
相
続
登
記
の
申
請
義
務

化
に
つ
い
て
」
と
「
遺
言
っ
て

ど
う
や
っ
て
す
る
の
」
と
題
し

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
四
月
か
ら
、
不
動
産
を

相
続
・
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た

相
続
人
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
不

動
産
を
取
得
し
た
こ
と
を
知
っ

た
日
か
ら
三
年
以
内
に
相
続
登

記
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
に

相
続
が
発
生
し
て
い
た
場
合

も
、
未
登
記
で
あ
れ
ば
、
相
続

登
記
の
申
請
義
務
が
あ
り
ま

す
。

　

知
ら
な
い
う
ち
に
自
分
が
相

続
人
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ

る
そ
う
で
す
。
気
に
な
り
ま
す

吉成食品 からお知 ら せ吉成食品 からお知 ら せ

久慈市侍浜町本町９-５３-５０

侍浜工場＆
種市工場

若
干
名

募
集

食肉加工員
（正社員）

９時スタート（無くなり次第終了）
場所：吉成食品 侍浜事務所 駐車場
ご予約は先着限定100組、予約締切7/31まで

８/１２
月・祝 ヨシナリのやきとり

お盆特売会 開催！

ヨシナリのやきとり

お盆特売会 開催！
もも串、ももねぎ串
もも皮串、つくね串

国産やきとり
各種１箱15本入
税込1,000円

サムライブギーサムライブギー

パート&アルバイト 
募集

ね
。

　

遺
言
に
つ
い
て
は
、
自
分
で

書
く
「
自
筆
証
書
遺
言
」
と
公

証
役
場
で
作
成
す
る
「
公
正
証

書
遺
言
」
が
あ
る
と
い
う
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
な
か
な

か
難
し
い
問
題
で
す
。
ま
ず
は

専
門
家
に
聞
い
て
み
る
の
が
い

い
で
す
ね
。

　

み
な
さ
ん
メ
モ
を
取
り
な
が

ら
一
生
懸
命
聞
い
て
い
て
、
有

意
義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

五
月
二
十
四
日
に
侍
浜
市
民

セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
草
木
染
め

講
座
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

中
田
悦
子
さ
ん
の
ご
指
導
の

も
と
、
玉
ね
ぎ
の
皮
を
使
っ
て

ハ
ン
カ
チ
や
ス
カ
ー
フ
を
染
め

ま
し
た
。

　

草
木
染
め
は
草
や
花
、
木
の

葉
っ
ぱ
な
ど
自
然
の
も
の
を
利

用
す
る
環
境
に
や
さ
し
い
染
め

物
で
す
。

　

原
料
を
煮
だ
し
た
り
、
媒
染

液
に
つ
け
た
り
し
て
い
る
間
、

先
生
に
い
ろ
い
ろ
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。
身
近
な
も
の
で
、
な

ん
で
も
染
め
る
こ
と
が
で
き
る

そ
う
で
す
。
い
ろ
ん
な
話
を
し

な
が
ら
、
玉
ね
ぎ
の
染
め
物
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

少
し
手
間
が
か
か
り
ま
す

が
、
自
然
の
色
で
ど
ん
な
色
に

な
る
か
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。

　

染
め
る
と
き
、
模
様
が
入
る

よ
う
に
絞
り
も
入
れ
ま
し
た
。

広
げ
て
み
る
ま
で
、
ど
ん
な
模

様
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
出
来
上

が
っ
た
模
様
を
見
て
、
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
と
っ

て
も
素
敵
に
完
成
し
、
楽
し
い

講
座
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
久
慈
地
区
中
総
体

令
和
六
年
六
月
十
五
日
～
十
六
日

草
木
染
め
講
座

岩手県全域に「ツキノワグマの出没に
関する注意報」発表中

侍
浜
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
盛
岡
地
方
法
務
局
出
前
講
座
」


